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本号も重要な論文が載っていますので是非お読みくだ

さい。まず国民の健康と安全を守る公衆衛生活動保健の

専門家，日本の保健師に必要とされる基本的コンピテン

シー（専門能力）を測定する評価尺度の信頼性と妥当性

を検討した結果がまとめられている。今後，現場で参考

になりそうです。また資料として「大学敷地内禁煙」導

入により，医学生の喫煙率が実施前の36.0％から25.6％
に下がり，喫煙に対する意識も向上したとの報告が掲載

されています。我が国では，いまだ喫煙率は高く，2007
年 JT 全国喫煙者率調査によれば一般市民は男40.2％，

女12.7％に上ります。（男女合わせての比率で書く人が

いますが，日本の男性喫煙率が突出している実態を覆い

隠す数字で，日本の喫煙対策には役立たないように思え

ます）。一方，最近2008年 EU 諸国から食堂などを含め

て家庭の中以外の施設は全面禁煙の法制度化が進み，効

果として特に非喫煙者の passive smoking による汚染が

劇的に減少しているとの報告が Lancet などにも相次い

でいます。特に学童の尿中ニコチンレベルも法施行前と

は有意に異なると報告されている。日本ではまだまだ喫

煙対策が必要なことがわかる。「民生委員からみた家庭

内での高齢者虐待の現状」は公衆衛生の専門家と地域の

民生委員の連携が重要であることを示し，今後の公衆衛

生活動への示唆に富みます。最後にひとこと。最近，台

湾に招かれ，シックハウス症候群の現状について 3 つの

大学で講演をしてきました。日本の室内環境の研究に非

常に関心をもっておられ，情報交換を希望されていま

す。海外，特にアジア地域との公衆衛生活動や研究の交

流に日本公衆衛生誌が役割をはたす役割が大きいと思い

ます。生活の仕方，食べ物などの習慣も欧米よりはずっ

と近い親戚筋のような国々ですので。今後よろしくご検

討をお願いしたく思います。 (岸 玲子)


